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10月5日の国内株式市場の下落について
不透明感は強いが下値の目途として意識されやすい水準が近づく

1/1

2021年10月5日

複数のリスク要因によりグローバルに軟調な動き

10月5日の国内株式市場は、TOPIX（東証株価指数）が前日比1.3％下落しました。4日は米国の

S&P500指数が1.3％下落するなど、グローバルに軟調な推移となっていました。

直近の株価下落は、①インフレや金利上昇懸念によりPER（株価収益率）などの株価指標が切り下がる

リスクが意識されていること、②中国の不動産開発大手・恒大集団の資金繰り懸念が根強いこと、③部材

不足や中国の電力不足問題により製造業を中心に業績への悪影響が懸念されていること、④米国の債務上

限問題が継続していること、など複数のリスク要因が重なっていることが原因とみられます。

これら市場が懸念する要因が一気に解決することは難しいとみられるものの、例えば米国の債務上限問

題はどこかの段階で民主党と共和党が合意に至ると考えられるなど、時間の経過とともに状況改善が期待

出来るものもあると思われます。

TOPIXと各種移動平均の推移を見ると、すでに下値の目途として意識されやすい200日移動平均値に近

づいています。新型コロナウイルスの経口治療薬の開発成功期待など株式市場がポジティブに評価する材

料も存在しており、当面はリスク要因を注視しつつ、相場が落ち着きポジティブ材料が評価されるタイミ

ングを待つ局面と思われます。
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（出所）ブルームバーグ

（2017年初～ 2021年10月5日）

TOPIXと各種移動平均の推移日米株価指数の推移

（出所）ブルームバーグ

※S&P500の直近は2021年10月4日
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